
 

 

 

 

 

 家庭訪問はお世話になりました。保護者の方とお話しできたことで、担任の児童理解が深まりました。

今後の学級経営に生かしてけるよう指導していきたいと考えております。 

さて、５月２４日（日）に開催される創立５０周年記念行事に向け、３年生以上の各クラスでは、イベ

ントの準備に追われているようです。私も武蔵小学校の歴史を調べてみました。すると、初めて知ったこ

とがありましたので、保護者の皆様に紹介します。 

 

                

 

 

 

 本校は昭和５２年４月１日に開校しましたが、校舎が 

完成しておらず、楠小に間借りした状態で、始業式や入 

学式を行っています。同年１１月２０日に新校舎に移転。 

楠小の児童とのお別れ会、龍田小の児童と対面式を経て、現

在の校舎での学校生活がスタートしました。その際、武蔵小に移籍した児童は５年生までであり、６年生

は移籍しませんでした。なので、昭和５２年度（昭和５３年３月）の卒業式がなかったのです。 

 

 

 

 プールと体育館が完成したのは、翌年の昭和５３年度です。部活動は昭和５４年度に発足しています。 

種目は、野球・サッカー・水泳・剣道です。 

 武蔵小学校に野球、サッカー、ミニバスケットボール（女子）の部活があることは知っていましたが、 

開校当時は水泳部や剣道部もあったのですね。（部活動はどの種目も強かった記憶があります。） 

 

 

 

 昭和５６年度の児童数は１０００人、昭和５７年度の児童数は 

１０１９人でした。昭和５７年の学級編成を調べてみると、右表 

の結果でした。２５学級もあったのですから、特別教室も普通教 

室として使用していたと推測されます。当時は１クラス４５人ま 

で在籍できましたので、１クラス４０人以上のクラスがたくさん 

ありました。 

 年度末に校区編制により弓削小学校へ転出する児童とのお別れ会 

があり、昭和５８年度は児童数７８８人に減少しています。ここか 

ら児童数は毎年徐々に減少し、現在は３１３人になっています。 

 

        【愛媛県吉田町立玉津小学校との交流】  【コロナ禍で危なかった修学旅行と 

平成４年度全日本学校関係緑化コンクール   集団宿泊教室】 

の学校環境緑化の部にて準特選受賞。受賞記念式典にて花の   令和３年度の修学旅行と集団宿泊教 

種をつけた紙風船を飛ばしたところ、愛媛県の吉田町立玉津  室は、３月に実施されています。 

小学校より便りが届き、交流が始まりました。         どちらもコロナ禍で正式予定日が延 

 平成６年４月２７日、吉田町立玉津小学校６年児童が来校  期され、ぎりぎりの３月にどうにか実 

し、本校の６年生と交流会を持ちました。（残念なことに玉   施できたとのことでした。 

津小学校は、令和 7年 3月 31 日で閉校しています。）    （実施できて本当によかった。） 

学年 クラス数 児童数 

１ ３ １２３ 

２ ４ １７５ 

３ ４ １７３ 

４ ５ １９４ 

５ ４ １６７ 

６ ５ １８７ 

計 ２５ １０１９ 
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文責：池田 誠 

校章に 

ついて 

 外の輪は児童・保護者・教職員の３つの和を表しています。武の直線は

厳格と規律を、肉太の線は強さを表しています。それにシンボルツリーで

あるケヤキの葉を配しているデザインです。 

本年度、入学式は５０回目 

卒業式は第４９回目？ 

部活動が盛んだった昭和と平成 

武蔵小は児童数１０００人を超えるマンモス校だった ! 
昭和５７年度の 

学級編成 

豆知識 


